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「愛知大学 体育学論叢」 目次 創刊号

創刊号1号(1984年7月)

1号 ～ 第20号

原 著

紀要創刊に際 して

明治時代における愛知県中等学校野球

水泳授業についての一考察一 特に大学の場合
山 本 茂 紀 ・山

現代 日本における身体文化の意義 期待論 とアンチ ・テーゼの間で

洋田半■男悦屋
寸
植

褥
恥

勧
春

祉
屋

熱
植

運るす対に　者見所有病人成症隆

健

昭
の
回

料

生

-

学

第
郎

輝

太

告

國

満

報間

野

中査

森

北

潮

温

紐

子

度

佐

年

直

茂

伊

58和

多

本

橋

昭ー

佐

山

高

回

゜
°

°

2

一
明

子

第び

洋

康

幸

よお
野

田
崎

要

井

概

新

原

野

の果

室

動

結

究

行

査

研

健

調

育

蘇
製

哉
年

大

辮

蜘

入

資

新

森

原 田

本

新井野

國太郎

康 明

和 子

洋 一

平

1

3

11

23

33

45

第2号(1987年3月)

原 著

太極拳の運動生理学的研究

心拍数 と血圧の応答から見た太極拳の運動量について

女子スポーッ競技者の身体組成と運動諸機能に及ぼす

シーズン オフにおける トレーニング中止の影響

大学女子ハ ンドボール選手と女子陸上ホッケー選手の実態

植 屋 春 見

ベース ランニ ングに関す る基礎的研 究(そ の2)

松 岡 弘 記 ・杉

「スポーツ集団」の概念と性格をめ ぐる諸問題

資 料

大学生の 「運動部離れ」の分析

野

原 田

新井野

由加子

康 明

洋 一
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25

佐 多 直 温35
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三

SpectatorSports需 要 者 の 意 味 体 験

にいの 洋

高 齢 者 の 健 康 と生 活 習 慣 に 関 す る 調 査 の 分 析

TheAnalysisofHealthyHabitsandLifeRoutineofOldPersons

1

13

原 田 康 明 ・植 屋 春 見27

松 岡 弘 記 ・滝 沢 宏 人

間欠運動の酸素摂取量推定に関する研究

負荷漸減過程で作成 したHR-voz回 帰式からのVOZ推 定についての検討

松 岡 弘 記39

第4号

原 著

これからの社会における体育を考える

本当に,さ よなら体育か

(1993年3月)

新井野 洋 一 ・佐 多 直 温 ・森

中高年齢者の身体諸機能に及ぼす肥満の影響

國太郎 1

植 屋 悦 男 ・原 田 康 明 ・滝 沢 宏 人13

間欠運動の酸素摂取量推定に関する研究(第2報)

3日 間の日差変動がHR-VOZ回 帰式とvoz推 定に及ぼす影響

松 岡 弘 記 ・孫 泰 烈21
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資 料

「高齢社会」教育のための手づ くり資料
高齢社会をどう生きるか?の 視点か ら

新井野 洋 35
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第5号(1995年6月)

総 説

愛大体育の過去 ・現在 ・未来

森國太郎教授の退官記念論文にかえて
植 屋 春 見1

原 著

大 学 男 子 重 量 挙 選 手 の 高 蛋 白 減 量 食 に よ る 減 量 が 身 体 組 成 と血 液 お よ び

尿 中 窒 素 排 泄 量 へ 及 ぼ す 影 響

Effectofhighproteindietprogramsformalecollegeweightliftersonbodycomposition,

bloodconstituentsandurinarynitrogenexcretion

松 岡 弘 記7

中国武術における中国選手と日本選手の相違

日本人が中国武術を正 しく受け入れるには
張 成 忠 ・植 屋 春 見13
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自動 車 運 転 に お け る 安 全 意 識 ・行 動 に 関 す る 調 査 研 究

Studyofthesafetyconsciousnessandbehaviorfordriving

岡 本 浄 実 ・新井野 洋 33

第6号(1997年6月)

原 著

健康づ くりにおける休養政策 ・施策の現状 と課題
新井野 洋 一 ・岡 本 浄 実

力体と康健の員導指転運齢年高るす
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「モ デ ル か らみ た ラ ンニ ン グ 着 地 衝 撃 に お け るWithin-Subject

VariabilityとBetween。SubjectsVariability」

プロボクシング選手の体力医学的研究
一 体力 ・血液検査の側面か ら

1

11

湯 川 治 敏 ・内 藤 耕 三19

滝 沢 宏 人 ・植 屋 悦 男 ・植 屋 春 見27

大学正課体育における気功の授業の効果について
林 茂 美35

高蛋白質減量食と有酸素運動による減量が重量挙選手の筋持久力に及ぼす影響
松 岡 弘 記41
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第7号(1998年5月)

原 著

フライングディスクの大学体育における教材としての特性

村 瀬 智 彦 1

全日本武術太極拳選手の競技力向上に関する研究(第1報)
一 体力面(瞬 発力 と敏捷性)か らみた全 日本武術太極拳強化選手と

中国江蘇省武術太極拳強化選手との比較
張 成 忠 ・松 岡 弘 記 ・滝 沢 宏 人 ・小 野 昌 子11

地面反力波形を用いた走行における身体重心の運動算出

内 藤 耕 三17

研究ノー ト

エ アロビクス ダンス授業 に関す る若干の 自己評価

岡 本 浄 実 ・新井野 洋 23

授業報告

特殊な意識状態一入静に入る

気功法を大学にとり入れた意義

林 茂 美31

第8号(1999年6月)

原 著

幼児と成人の比較による力量弁別特性における発達変化

村 瀬 智 彦 ・浅 見 高 明 ・加 藤 雄一郎 ・平 井

大学正課授業における 「中国武術 と太極拳」の学習効果向上に関する研究

初心者学生の 「中国武術と太極拳」に関する意識調査から
張 成 忠 ・小 野 昌 子・松 岡

高齢者 の保健行動 プロセスに関する研究(1)
～5年 間の健康 ・体力チ ェック調査か ら～

仁
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授業紹介

気功入静法
黙念法一

林 茂 美59

第9号(2001年3月)

総 説

スポーツ社会病理
～基礎理論の検討 とス ノー ・スポーツ事故防止 を事例 とした試論 ～

新井野 洋 1
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原 著

大学女子ハ ン ドボール選手 の身体組成 と運動諸機能 に及ぼす シーズ ンオフに

おけ る脱 トレーニ ングと再 トレーニ ングの影響

関数fittingに よる発育曲線 記述 における成長学 的意味 につ いて

logistic関 数 を引用 して

松 岡 弘 記13

藤 井 勝 紀25

太極拳に対する日本人学生の認識について

太極拳の授業前と授業後におけるアンケー ト調査か らの比較

小 野 昌 子 ・張 成 忠 ・松 岡 弘 記37

研究ノー ト

A大 学(T校 舎)新 入生に対する健康調査の11年 間の変化(第2報)
～現在の健康状態に対する認識別分析を中心に～

新井野 洋 一 ・岡 本 浄 実 ・佐 多 直 温43

資 料

気功入静状態と至福感
林 茂 美51

定年退職まで後1年 を迎えて思い出を振 り返る 「野球 と私」
原 田 康 明55

第10号(2002年3月)

原 著

IncorporatingBiomecha-nicalPropertiesinanlnverseKinematicsModel

oftheHumanArm

足の向きが身体重心に及ぼす影響
一立位姿勢における身体重心の位置 ・可動域 ・可動範囲 ・動揺一

HarutoshiYukawa

カヌー(カ ヤ ック)の パ ドリングの動作分析

滝 沢 宏 人

1

9

滝 沢 宏 人 ・松 岡 弘 記 ・原 田 康 明13

カヌー(カ ヤ ック)の 身体動作学 的分析
一 アジアカヌー大会優 勝者 につ いて一

滝 沢 宏 人 ・松 岡 弘 記 ・原 田 康 明19

デジタルビデオカメラを用いた汎用運動計測 と投球動作の3次 元運動解析
内 藤 耕 三25

調査報告

大学スポーツ選手の生活と意識
新井野 洋 一 ・岡 本 浄 実 ・佐 多 直 温33

資 料

ス ノー ・スポー ツ指導の留 意点を考える
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～指導者へ の手記～

新井野 洋 67

第11号(2003年3月)

原 著

新 しい水上キ ャリブ レー ション器 を使 った

カヌー(カ ヤ ック)の パ ドリングの3次 元的動作分析

カヌーポロの ゲー ム分析

滝 沢 宏 人 ・松 岡 弘 記

滝 沢 宏 人 ・松 岡 弘 記

社会福祉士養成における余暇およびレクリエーション教育のあり方
～シラバス作成のための基礎的検討～

岡 本 浄 実 ・新井野 洋
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第12号(2004年3月)

原 著

体育実技科 目における表計算ソフ トの利用

幼児のディスク遠投能力と運動能力 との関係
一年長男児を対象 として一

湯 川 治 敏

太極拳に対する日本と中国における愛好者の認識比較
一認識上の相違性 と特有性から太極拳普及への鍵を探 り出す一

張

1

村 瀬 智 彦11

成 忠 ・小 野 昌 子17

カヌーポロ競技の試合中の運動強度とエネルギー供給機構 に関する研究

松 岡 弘 記 ・滝 沢 宏 人 ・原 田 康 明

研究ノー ト

介護福祉士養成過程における 「健康」 という用語の使用状況

岡 本 浄 実 ・新井野 洋

25

33

資 料

就寝時刻 ・起床時刻 ・睡眠時間 ・睡眠中間時刻が

目覚め ・朝食摂取頻度に及ぼす影響

滝 沢 宏 人 ・松 岡 弘 記 ・村 瀬 智 彦45



一45

第13号(2005年3月)

原 著

幼児 ・児童のディスク遠投距離の加齢変化 と性差
一日本のとアメリカの標本による一

健康支援としての運動プログラムの提供が

中高年齢労働者の身体諸機能に及ぼす影響

村 瀬 智 彦 ・馬 場 耕一郎

植 屋 悦 男 ・滝 沢 宏 人 ・植 屋 摩 紀

西 牧 正 行 ・松 岡 敏 男

1

9

調査報告

新入生に対する健康調査結果の17年 間の変化
～男女差を中心に～

新井野 洋 一 ・岡 本 浄 実 ・佐 多 直 温13

研究ノー ト

過去(伝 統武術)と 現在(現 代武術)に おける中国武術の違い
一中国武術の効果における変化の背景を考える一

張 成 忠 ・小 野 昌 子43

第14号(2006年3月)

総 説

体育 ・スポーツの社会科学的研究における研究技術の課題

原 著

中国留学中の体重 コン トロール調査 と

4ヶ 月間における体重 コン トロールプログラムの効果

新井野 洋 1

就寝時刻 ・起床時刻 ・睡眠時間が

朝の目覚め度、朝食摂取頻度に及ぼす影響

松 岡 弘 記11

滝 沢 宏 人 ・松 岡 弘 記 ・村 瀬 智 彦21

調査報告

愛知大学に於ける喫煙実態調査
山 本 茂 紀35

研究ノート

スポーッビジネス人材への期待 と課題
～東海体育学会 シンポジウム報告～

新井野 洋 57
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第15号(2007年3月)

研究ノート

エアロビクスダンス授業に対する受講学生の意識

杉 町 明 子 ・新井野 洋

中国と日本の大学生における中国武術太極拳の認識の違い

張 成 兵 ・張 成 忠 ・萢

学生の体力へ及ぼす体育科 目授業の効果を検討する際の

研究方法に関する方策

永 輝

1

7

松 岡 弘 記13

臨時号

学外体育 実技 マニ ュアル(2008年12月)

はじめに

第1章

1

大学体育再考

体育実時の重要性 と愛大 体育 のね らい

(1)健 康のセ ルフ ・コン トロールカ

(2)生 涯スポー ツの継続力

(3)ス ポー ツ文化の発信 力

(4)カ リキ ュラム概要

1

2.学 外体育実技の意義と愛大における学外体育実技

(1)学 外体育実技のタイプ

(2)野 外教育としての学外体育実技

り
0

り
∂

第2章

1.基 本的手順

2.ス ポー ッ事故

3.安 全配慮義務

4.ス ポー ツ指導

5

セー フテ ィ ・マ ネジメン トの基本(総 論)

7

第3章

1

スポーッ指導計画

事前準備 とセー フテ ィ ・マネジメ ン ト

実施計画の立案

9

9

10

11

13

14

E
J

だ0

1
■凸

-

(1)活 動のね らい

(2)プ ログラム(指 導 内容)

(3)実 施期間(時 期 、 日数)

(4)費 用

(5)交 通手段

2.実 施場所 の選定 19

(1)ス キー場 の選定

(2)安 全管理 ・救助 ・救急 ・医療体制の確 認

(3)宿 泊所の選定

3.実 施体制の確 立

(1)運 営体制

21
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(2)指 導体制と指導者への注意事項

4.現 地調査(下 見)

5.保 険 の加入 と備品等のチ ェック

22

6.シ ラ バ ス

23

第4章 実習実施 とセー フテ ィ ・マ ネジメン ト

24

1.履 修 ガイダンスか ら説 明会(参 加 申込)実 施 まで

2.計 画書等の作成 と事前講習会

匿
」

民
」

9
白

9
臼

(1)「計画書」の作成および 「学外における正課授業願」の提出

(2)『実習ガイド』の作成 と事前講習会(=最 終説明会)の 開催

(3)現 地関係者への周知徹底

3.実 習 中 の セ ー フ テ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト

26

(1)通 常 時のセーフテ ィ ・マ ネジメ ン ト体制

(2)実 施責任者 と指導者 の遵守事項

(3)指 導上の注意事項

4.終 了報告

28

第5章 緊急 時のマ ネジメ ン ト

1.緊 急時の体制 と役割

31

2.緊 急 時の初動

9
白

9
白

り
0

0
0

(1)事 故現場での指導者の対応
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原 著

パントマイムにおける身体制御技術

(2009年3月)

湯 川 治 敏 1

資 料

女子大学生が研究 目的による体力測定参加への

同意 ・不同意の判断において重要視する内容
村 瀬 智 彦 ・春 日 晃 章11

研究ノー ト

北京オ リンピック雑感5題
新井野 洋 17
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ア クテ ィビテ ィ ・サー ビスにおける現状 と課題
～QOL研 修事前 アンケー ト結果 か ら～

岡 本 浄 実 ・新井野 洋 25

第17号(2010年3月)

原 著

1日 当た り1万 歩の歩行運動 と軽度な食事制限による35日間の

セルフコントロール下での減量が体重と身体組成へ及ぼす影響

研究ノー ト

愛知大学豊橋校舎新入生の体力測定および健康調査の

結果について(第6報)

松 岡 弘 記

岡 本 浄 実 ・新井野 洋

ア ウ トドア ・スポー ツにおけるGPSとGISの 利用可能性

1

生活習慣病予防を目的とした運動教室の効果

9

湯 川 治 敏17

森 博 康 ・松 岡 弘 記 ・村 瀬 智 彦23

運動後の15℃冷水浴が血中乳酸濃度及び直腸温に与える影響
中 野 匡 隆 ・松 本 孝 朗31

第18号(2011年3月)
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幼児の保護者が体力 ・運動能力データ収集における

「説明と同意」の際に重要視する内容

中 ・高齢者の低強度の レジスタンス運動 と

有酸素運動の複合運動が与える急性降圧効果

村 瀬 智 彦 ・春 日 晃 章

資 料

WEBサ イ トの コラム連載 による地域 スポー ツへ の貢献

森 博 康

入学前の現代中国学部への興味度からみた

中国留学に対する興味 と不安に関する実態調査
一 『現地プログラム生活事前教育』の講義による

中国留学生活における不安の軽減と健康維持対策をめざして一

新井野 洋

投球姿勢が体幹、上肢 とボールの移動範囲 ・最高速度に及ぼす影響
一長座姿勢(カ ヌーポロ)と 立位姿勢の比較一
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張 成 忠 ・小

一49一
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測定値における外れ値を有する幼児の体力 ・運動能力特性
村 瀬 智 彦 ・春 日 晃 章 ・中 野

性感染症に対するリスク知覚尺度の開発

尼 崎 光 洋 ・森

資 料

就寝時刻 ・起床時刻 ・睡眠時間 ・朝の目覚め度 ・朝食摂取頻度の男女比較

調査報告

伝承遊びに関する保育士の意識に関する調査報告

BMI区 分にみた中高齢者の身体活動量と栄養摂取状況の違い

研究ノート

大学ダンス授業の受講によるダンスに対する意識 ・態度の変容

滝 沢

岡 本

森

笹島移転へのプロローグ
ー三好の名古屋校舎体育施設を回顧 して一

杉 町 明 子 ・新井野

貴 博1

和 代9

宏 人17

浄 実25

博 康31

洋 一37

松 岡 弘 記47

第20号(2013年3月)

原 著

保育現場における体力 ・運動能力評価基準値の利用について
村 瀬 智 彦 ・春 日 晃

運動における自己効力感尺度の開発

尼 崎 光 洋 ・煙 山 千

研究ノート

介護職員の職業継続意思に影響 を及ぼす要因に関する研究

章 ・中 野 貴 博

尋 ・駒 木 伸比古

岡 本 浄 実
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大学一般教養におけるアダプテッド・スポーツ実践

中 島 史 朗 ・加 納 裕

授業紹介

新名古屋キャンパスにおける体育科目の開講カリキュラム
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